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〔目的〕

血清燐脂質は，大部分肝臓にて合成されるもので，古くからその測定は肝疾患の診断面に応用され

てきた。しかし，多くの精力的な追求にもかかわらず，肝疾患時の血清燐脂質代謝異常の臨床的意義

についての統ーした見解は見出されていない D そこで，各種肝疾患患者において，血清燐脂質量を測

定し，特に黄痘との関係を求め，同時にシリカゲノレペーパークロマトグラフィーによる燐脂質の分画

定量をも行ない，その臨床的意義の解明を試みるとともに，血清燐脂質脂酸構成の変動を測定し，そ

の病態生理学的意義を追求した口

〔実験方法〕

急性肝炎，慢性肝炎，肝硬変及び閉塞性黄直患者について，早朝空腹時肘静脈より採血し，血清を

分離後， Folch の方法によりクロロホノレム:メタノーノレ (2 : 1) にて血清脂質を抽出した。血清燐

脂質量は Fiske & Subbarow の方法で測定し，血清燐脂質分画は Marinetti の方法によりシリカゲノレ

ペーパークロマトグラフィーにて測定したD 抽出した血清脂質を，シリカゲノレカラムクロマトグラフ

ィーにて燐脂質分画及びグリセリッド，コレステローノレエステノレ及び FFA を含む単純脂質分画に分

離後，それぞれの分画を加水分解し，脂酸をジアゾメタンにてメチノレ化後，ガスクロマトグラフィー

にて脂酸構成を測定した白

〔実験成績〕

1 )血清燐脂質量は，閉塞性黄痘では著明に増加し，ほぼ黄痘の強度にしたがって増加の傾向を示

す口急性肝炎でも増加するが，病期による変動が大であり，且つ黄痘期においてもその増量は閉塞性

黄痘に比べてはるかに軽度である。慢性肝炎では対照に比べて低値を示す。肝硬変でも一般に低値を

示すが，黄痘の有無により影響される。臨床経過， 臨床検査よりみて比較的軽症の肝硬変において
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は，黄底指数の増加に伴い血清燐脂質量も増加する傾向がみられる。一方，黄痘がかなり高度である

にもかかわらず，血清燐脂質が低値を示すものがあり，乙のような症例は重症肝硬変に多くみられ

る。また，肝硬変の重症度の指標の l つである血清アノレブミン濃度と血清燐脂質量の聞には，ある程

度の相関がみられる。したがって，肝硬変では血清燐脂質量は有力な予後判定手段となるが，乙の際

黄症の程度を考慮に入れると一層有力である。

2 )シリカゲノレペーパークロマトグラフィーによる血清燐脂質分画の定量では，対照では，レシチ

ン54.4 ， リゾレシチン7.7，スフィンゴミエリン 16.4 μgjm1 である。 レシチンは閉塞性黄痘において

著明に増加し，黄痘を伴わない肝硬変で減少する。スフィンゴミエリンは肝硬変で減少し，閉塞性黄

痘で増加する。リゾレシチンは肝硬変，慢性肝炎にて低値を示し，肝実質障害を反映するものと考え

られる。

3 )慢性肝炎，肝硬変における血清燐脂質脂酸構成では，対照及びその他の疾患患者に比べて，パ

ノレミトオレイン酸，オレイン酸の増加， リノーノレ酸，アラキドン酸の減少が認められる。この傾向は

慢性肝炎より肝硬変において著明である。

4) 慢性肝炎，肝硬変患者に， リノー jレ酸エチノレを 1 日 8.8 ，._，17.6 g を 1 カ月ないし 2 カ月にわた

って経口投与すると，燐脂質脂酸構成で減少していたりノーノレ酸は肝硬変，慢性肝炎ともに増加し，

増加していたオレイン酸の減少を認める。しかし，アラキドン酸は，慢性肝炎では僅かに増加傾向を

示すのに対して，肝硬変では増加の傾向がみられない。

〔総括〕

1 )血清燐脂質量の測定は，閉塞性黄痘と肝細胞性黄痘の鑑別に役立ちうるが，乙とに黄痘のある

肝硬変の予後判定には有力な指標となる。

2 )血清燐脂質分画では，その大部分を占めるレシチンの増減が血清燐脂質量を左右し， リゾレシ

チンの減少は肝実質障害を反映する D

3 )慢性肝炎，肝硬変においては，血清燐脂質脂酸構成で必須脂酸たるリノーノレ酸，アラキドン酸

が減少しており，必須脂酸を lþ心とした脂酸の代謝異常の存在が考えられる D

論文の審査結果の要旨

本論文は，各種肝疾患患者の血清燐脂質量，燐脂質分画並びに燐脂質脂酸構成の変動を追求し，血

清燐脂質量の測定は，肝硬変，ことに黄痘を伴う肝硬変の重症度及び予後の判定には有力な指標とな

り， また，血清燐脂質分画の測定では， リゾレシチンの減少が肝実質障害を反映することを見出し

た。慢性肝炎，肝硬変においては，血清燐脂質の脂酸構成で， リノーノレ酸，アラキドン酸が減少して

おり，この際リノーノレ酸の投与で， リノール酸は増加するが，アラキドン酸は増加せず，かかる疾患

患者における必須脂酸を中心とした脂酸の代謝異常が存在することを明らかにしている。

以上の知見は，肝疾患，特に肝硬変の予後判定及び治療など，臨床的にも重要な知見であり，有意

義な研究と認める。
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